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プロローグ
自分の人生は一度しかない。
世の中の常識や、他の誰かの期待に応えて「あたりまえ」のものや、何か大きなもの、
すごいものに無理にならなくとも、今の自分が感じること、思ったことをそのままに、自
信を持って精一杯楽しみながら生きていきたい。小さな「生」を思い切り輝かせながら生
きる子ども達と、土のにおいをかぎ、季節の変化、朝のにおい、夕焼けの美しさの中で、笑っ
て、泣いて、怒る。そんな日々を過ごしながら、こんなことを思っている。何でもないよ
うなこのことに気付けるまでに、卒業してから10年以上かかってしまったが。
今の生活
私は今、小さな保育所で保育士として働いている。０歳から６歳までの 30人弱の子ど
も達が通う保育所は、共同保育というスタイルで、親と保育者が共に運営している。園舎
は一見普通の一軒家で、園庭もなく、近くの森や公園に遊びに行ったり、味噌や梅干し、
紫蘇ジュース、草餅、かき氷に吉備団子と季節のものを皆で作ったり、大人も子どもも自
分全開、全力で日々ごたごた、バタバタと生活している。
卒業してからの12年
今保育士をしているが、私は保育士になりたくてなったわけではない。１年後まだ保育
士をしているかも分からない。人生は色々なことが起こる。その中で様々な縁や偶然がつ
ながっていくのだと思う。
・玩具会社時代
新卒では、よく名前を聞く玩具会社に就職した。何か自分で事業を起こしたい、時代
の先端を感じて働きたいと就職先を選んだのだが、きっとその時はまわりに対する見栄
もあったのだろう。自分がどんな人生を過ごしていきたいのか、自分の人生に何を望ん
でいるのか、仕事を選ぶ際、充分に自分に問いかけられなかった気がする。入社後は、
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るようになった。思えば最初の会社でダウンしてからその時まで、本当の意味で自分の
リズムを取り戻せていなかったのかもしれない。
学生時代
ここで少し学生時代どのように過ごしていたかもご紹介したい。フリースクールのス
タッフや、中越地震のボランティア、高校生へのキャリア支援のNPO活動に、企業のイ
ンターンなど色々とつまみ食いしていたが、今回は２つピックアップしてみた。
・アジア寺子屋
大学入学直後から、チャペル団体のアジア寺子屋というサークルに所属していた。こ
のサークルは、当時フィリピンの山奥の村で植林などをしつつ３週間程ホームステイす
る活動（フィリピンキャンプ）を中心に、日本語教室、畑、水俣キャンプ、勉強会など
の活動をしていた。私は、４回フィリピンキャンプに参加した。その中で、決して経済
的に豊かでない村人から、とても豊かで、深く、大きな愛や優しさを与えてもらった。
それに加え、勉強会やキャンプを作り上げていく中で、カメラを村に持っていくべきか、
村人への恩返しはお金を払えば済むのかなど、答えのないトピックを仲間と腹を割って、
時には涙を流しながら議論した経験は、今も自分の原点となっている。今でも、それぞ
れの人生を腹を決めて歩むアジ寺子屋の仲間に会うと、とても刺激を受けるし、フィリ
ピンで与えてもらった愛や優しさは、今の仕事の中でも生きていると思う。
・休学一人旅
大学２年生が終わった後、１年間休学して、約９カ月間アジア、ヨーロッパなど 17
か国を一人旅した。サークルの先輩に感化されたのと、卒業後の歩みをじっくり考えた
くてチャレンジした。その１年間は、自分の人生にとって宝物のような時間になった。
国と国の間には実際には線が引かれているわけではなく、そのまま地面や空がつながっ
ていること、「常識」は非常に流動的で、今の時代、その国にたまたま点として存在し
ているだけで恒久的なものではないこと、さらに意志は道を拓くことを身をもって知っ
た。帰ってきてからは、笑顔がより自然に出るようになり、より生きやすくなったよう
な気がする。そのような状態で卒業し、社会に出てみたものの、先ほど記したような人
生を送ることになってしまったが、それも今では必要な時間だったと思える。それだけ
日本の同調圧力が強いのか、自分の覚悟が足りなかったのか分からないが、後悔は無い。
けれどもし、もう一度決断を選択し直せるとしたら、社会への一歩目は海外または、離
島などの地方で生活することにチャレンジすると思う。
新規事業を担当する部署に配属され、早朝から深夜まで、季節や天気も感じる暇なく働
いた。入社したその年が終わる頃には、眠れず、訳もなく涙が溢れ、心身のバランスが
崩れた。休職し、その会社は退職した。
・保育所時代①
その後、何をするわけでもなく、フラフラと半年ほど過ごした。そんな中、本当にた
またま今働く保育所に縁があり、1年半ほどお世話になった。テレビのドキュメンタリー
番組でその保育所が取り上げられたのを観た一週間後位に、偶然知人の紹介でそこで働
く人と知り合い、繋がった。さらに保育所は家の近所にあり、運命的な出会いだったと
今でも思う。
保育所での日々は、細胞一つ一つが蘇るようで、学生時代にチャペル団体のアジア寺
子屋で何度も訪れたフィリピンの山奥の子ども達を彷彿とさせる子ども達と、個性豊か
な大人達と過ごす中で、「人を信じ、自分を信じ、あるがままの自分で生きていってい
いんだ」と、もう一度一歩ずつ自分の人生の歩みを進めてみようと思えるようになった。
・市役所時代
その後、もう一度別の道にチャレンジしてみたいと保育所を辞め、公務員試験を受け
市役所の職員となった。今考えるとそのまま保育を続ける覚悟が持てなかったのと、そ
の時つき合っていたパートナーの言葉や、何かよくわからない世間のこうあるべきとい
う圧力に負けてしまったのだと思う。余談ではあるが、私は男女その他の性別関係なく
恋愛対象となる人間である。
市役所では、最初に生活保護のケースワーカーとして配属された。いわゆる福祉のエッ
センスが凝縮している非常に刺激的な職場であったが、命をかけて自分に訴えてくる市
民の皆さんに対し、どのような距離感で、そしてどのように自分を保ちながら関わって
いいか分からなくなり、再び心身のバランスを崩し休職した。その後、別の部署に異動
したものの体調は回復せず、退職した。
・保育所時代②
市役所退職後、これからどうしようか思っていた所、再び縁あって今働く保育所に戻
ることができた。戻って最初のころは、体調も優れないことも多かったが、日々美味し
いご飯を食べ、春夏秋冬泥まみれになりながら、子ども達と全力、全身で動きまわって
いるうちに、季節が移り変わるように再び自分の生きる力を取り戻すことができた。去
年位にやっと、「これが自分だ。自分が自分として動けて、生きている」と心から思え
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卒業する時、12年後まさか今のような生き方をしていると思わなかった。でも後悔はな
いし、現在、今まで37年間生きてきた中で一番、偽りない自分を生きている気がする。良
い意味であきらめもついている。誰かに認めてもらうため、社会の「あたりまえ」の流れ
に乗るために、今の自分の気持ちを無視して殺して、生きる必要はない。現状に対する自
分の違和感を無視し続けていると、必ずどこかでバランスが崩れると思う。まず、自分の
感性、感覚を第一にこれからも生きていきたい。フットワーク軽く。
最後にこれからのことを少々。今、関西への移住を考えている。これも何となくの感覚だ。
周りの人は「なぜ？」と理由を聞いてくるが、私は人生の中で日々決断し進めていくこと
に関し、必ずしもすべてのことを言語化する必要はないと思うし、論理立てて説明する必
要もないと思う。意外と何となくの感覚が良き道に導いてくれることもあると思うからだ。
皆さんにお会いする機会があれば、その時は関西でお出迎えすることになるかもしれない。
これからも、転がる石のように旅する人生を楽しんでいきたい。
今回の機会を与えてくれた高田秋生さん、まなびあいの関係者の皆様ありがとうござい
ました。さて、次号のリレーメッセージですが、学生時代アジア寺子屋やカーペット剥がし・
搬入のアルバイトでお世話になった、冨吉貴浩さんにお願いしたいと思います。卒業して
からも学びを深め、海外含めフットワーク軽く過ごしている冨吉さんのお話、楽しみにし
ています。冨吉さんよろしくお願いします‼
